
 

 

 

 

 

 

 

寄付金速報 ― 50 年以上前の奨学生から匿名寄付も ― 
1月までの寄付金累計は前年同期と比べ3.0％増、約3千万円の増加です。普通寄付金が1.5％増、

特別寄付金が 3.9％増となりました。1 月単月の寄付金は 1 億 6,500 万円と、過去 10 年間で 2 番目

に低い金額ではありましたが、累計では直近 6 年間で最高額です。 

1 月の寄付の中には、現在は台湾に住む今から 50 年以上前の元米山奨学生から「米山奨学会にず

っとお礼をしたいと思っていましたが、これまで何もできずにいたので」と、匿名で 100 万円の高

額寄付をいただきました。また、「米山奨学会の目的に賛同した」と、第 2580 地区のカウンセラー

からも 100 万円の寄付をいただきました。多くの方々からのご支援に心より御礼申し上げます。 

現在、下期分普通寄付金を各クラブからいただいています。1 月末現在、全クラブの 74％（1,675

クラブ）からご送金いただきました。今後も引き続きご協力をよろしくお願いいたします。 

2015 学年度の新ロータリー米山奨学生が決定 
12 月～2月初めにかけて、2015 年 4 月採用の新規米山奨学生の面接選考が各地区選考委員会によ

って行われ、合格者が決定しました。1,357 人の応募に対し、奨学金プログラム別の合格者数は、

博士・修士・学部課程奨学金（指定校応募）が 519 人、地区奨励奨学金（指定校応募）が 16 人、

クラブ支援奨学金が 8 人、海外応募者対象奨学金（海外からの個人応募）が 6 人です。このほか、

海外学友会推薦奨学生を現在選考中です。国籍・地域別では、中国 42.4％、韓国 13.8％、ベトナ

ム 10.4％、台湾・マレーシア 4.4％の順です。今回の合格者と昨年度からの継続奨学生を合わせた

729 人が 2015 学年度奨学生となる予定ですが、今後、継続者および他の奨学金合格者による辞退、

海外学友会推薦奨学生の合否などによって、人数の変動が見込まれます。 

全国学友会会長セミナーを開催 
国内の米山学友会会長を対象としたセミナーが 1 月 17 日、都

内で開催され、全国 31 の学友会の代表者 29 人と、よねやま親善

大使の楊小平さんが参加しました。 

午前のセミナーでは、当会事務局からの説明のほか、関西学友

会の何玉翠会長、第 2800 地区学友会の尤銘煌会長、第 2620 地区

学友会の上野佳子会長から、それぞれ学友会運営についての事例

が紹介されました。また午後は、３つのグループに分かれ、各学

友会の抱える悩みや組織づくり、地区との連携などに関する活発な意見交換が行われました。 

学友会会長セミナーは 2006 年以来の開催

ですが、地区を超えた横のつながりを深め、

ほかの学友会からヒントを得る良い機会と

なったようです。アンケートでは「長年の課

題を話し合うには時間が足らなかった」「今

後も定期的に開催してほしい」などの声も聞

かれました。お忙しい中、ご参加いただいた

皆さまに心から感謝いたします。 
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ベトナムで学友が奉仕活動 ― 児童養護施設に寄付 ― 
ベトナム・ホーチミン市で 1 月 18 日、米山学友

が児童養護施設を訪問し、ベトナム出身学友 22 人

から寄せられた寄付金で購入した米 150kg、砂糖

40kg、インスタントラーメン25箱を寄贈しました。

また、第 2750 地区・東京日本橋ＲＣベトナム交流

会有志による絵本が併せて子どもた

ちに贈呈されました。 

参加したチュオン・トゥイ・ラン

さん（2006-07／大宮北東ＲＣ）は、

「海外在住のベトナム人学友も、一

時帰国してミーティングに参加し、

寄付をしてくれました。私たちの活動はまだ始まったばかりですが、これからも小

さなことを集めて、大きなことにしていきたいです」と、活動への意欲を見せてい

ます。ベトナムにはまだ米山学友会はありませんが、ホーチミンでは「学友クラブ」

を作って定期的に学友が集まり、少しずつ活動を開始しているほか、ハノイでも毎

月 1 回、学友の集いが行われています。 

ＩＣＴ技術を使って子どもに夢を ― 学友が総務大臣賞 ― 
「ビジネスモデル発見＆発表会」全国大会が 1 月 22 日、東京都内で開催され、米山学友の董又碩

ド ン ウ ソ ク

さん（韓国／2012-14／能美ＲＣ）が代表をつとめるドリームパーロスが、キャンパス部門の最優

秀賞である「総務大臣賞」を受賞し、高市早苗総務大臣から賞状が授与されました。 

この大会はＩＣＴビジネス研究会、テレコム

サービス協会が主催するもので、当日は、全国

約 130 組の応募から選ばれた 19 組（キャンパ

ス部門 9 作品、ビジネス部門 10 作品）がそれ

ぞれのビジネスモデルを発表。董さんらは、Ｉ

ＣＴ技術を使い、幼稚園・保育園で活用できる

クラウド型連絡帳サービス「ゆめちょう」をプ

レゼンテーションし、審査員長から「導入実績

もあり、安心安全信頼がテーマのしっかりした

ビジネスプラン」と高い評価を得て、見事総務

大臣賞に輝きました。董さんは昨年 12 月に北

陸先端科学技術大学院大学で博士号を取得、今

春の本格起業に向けて準備をしています。 

ご 案 内
モンゴル、タイの各学友会総会が下記の⽇程で開催されます。ご都合のつく⽅はぜひご参加ください。
会場・時間など詳細は、⽶⼭記念奨学会事務局までお問い合わせください。 

 
モンゴル：2015年3 ⽉1 ⽇ (⽇) タイ：2015年3 ⽉15 ⽇ (⽇) 
in Mongolia in Thailand 

表彰されたドンウソクさん（右から 3 人目）


